



Abstract : This paper focuses on the importance of teaching English rhythm to Japanese learn-
ers of English, especially from the viewpoint of the information structure and meaning to 
convey.　It outlines the differences between Japanese and English pronunciation, phonetic 
structures, rhythm and information structures.　It shows that it is very important for Japanese 
college students learning English to recognize that rhythm and intonation can convey meaning 
in English.　Also it shows a practice in class to learn English rhythm effectively by using vari-
ous functions provided through the CALL system.
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（2）　So, what are you in the mood for?　They’ve got a bunch of great classic movies tonight.1）
（2） では，日本語で表現されていない you や they が主語として現れている。また，次の例は友
人の姉の家族の写真を見ながら話している場面である。
（3）　A : ニューヨークで楽しんでるみたいね。
　　 B : 実は，住んでるの。
　　 A : そうなの ?　すてき。どのくらい会いに行ってるの ?
（4）　A : Looks like they’re having a great time in New York.
　　 B : Actually, they live there.





























（7）　So, what are you in the mood for?　They’ve got a bunch of great classic movies tonight.
　　 ●　 ◦ ・　・  ・  ・　 ●   ● 　　  ・  ・  ◦ ・  ●　・　●　 ●・   ●　・ ・●
（8）　A : Looks like they’re having a great time in New York.
　　 　　 ◦　 ●　・    ・   ● ・   ・   ●　 ●  ・   ・　 ●
　　 B : Actually, they live there.
　　 　 ●   ・・・　●  ・
　　 A : They do?　Wow!　How often do you see them?


















（9）　ダ イ ヤ モ ン ド






は，第 1 強勢（primary stress）である最も強い強勢音節があり，2 音節以上では強音節以外は弱








（10）　I missed Pirates of the Caribbean when it was playing.
I missed,　Pirates of Caribbean,　when it was playing は強音節を含む音のかたまりを構成するが，






















■授業科目　英語 I（大学 1 年生向け総合英語）。
■対象学習者　大学 1 年生（1 クラス 27 名）。
■期間　2013 年後期（10 月 14 日～ 10 月 31 日　週 2 回の授業）。
■教室　CALL 教室。
■使用テキスト Joan Saslow and Allen Ascher 著『Top Notch 1A』，Pearson Longman.








10/21　録音の評価，Photo Story の Part 1 のリズム・イントネーションの学習，音声変化の学習。
10/24　Photo Story の Part 1 の復習，Photo Story の Part 2 のリズム・イントネーションの学習，
リズムの取り方の説明（英語の強勢拍リズム）と練習。
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10/28　Photo Story の Part 2 の復習，Photo Story の Part 3 のリズム・イントネーションの学習，
日本語を聞いて英語を発話する練習（4.2 節参照）。
10/31　Photo Story のリズム・イントネーションの総復習，録音の 2 回目。
用いた教材 : Photo Story
Anna : Who’s that guy?　Your brother?
Jane :  No, that’s my brother-in-law, David.　He’s married to my older sister, Laura.　And 
this is their son, Michael.　He’s adopted.
Anna : Do they have any other children?
Jane : Just the one.　He’s an only child.
Anna : Looks like they’re having a great time in New York.
Jane : Actually, they live there.
Anna : They do?　Wow!　How often do you see them?
Jane : About twice a year.
Anna : And what about these kids?
Jane :  They’re my younger sister’s.　Vicky’s the girl. And these are her little brothers, Nick 
and Alex.
Anna : Nick and Alex look so much alike! Are they twins?

















　　　　　that’s my brother-in-law, David ［ðǽtsməbrʌ́ ðərənlɔ deivə（d）］





























　　　　［例］　I missed Gangs of New York when it was playing.






















 Anna : どなた，その男の人は ? ／お兄さん ?
 Jane : ううん／これは義理の兄さんの／ David なの。結婚してるの／姉の／ Laura と。
 また，（1-2）の例は以下のようになる。













能 で 録 音 を 行 い 、 自 分 の 発 音 を チ ェ ッ ク す る 。  
8 ） 7) の 練 習 と 共 に 、 PowerPoint 教 材 と し て 、 同
じ Photo Story を ア ニ メ ー シ ョ ン 機 能 を 用 い て 、
英 語 が 話 さ れ た 順 に 日 本 語 が 画 面 に 出 て く る
よ う な 教 材 を 作 成 す る 。 学 習 者 は 、 画 面 を 見
な が ら 順 次 英 語 に 直 し て い く 練 習 を 行 な い 、
音 と 意 味 、 さ ら に 、 構 文 が ス ム ー ズ に 発 話 で
き る よ う に 練 習 す る 。 以 下 に そ の 一 例 を 示 す 。  
 
９ ） 最 後 に Photo Story を シ ャ ド ー イ ン グ し な が
ら 、 CALL の 機 能 を 使 っ て 録 音 し 、 回 収 を 行 い 、
評 価 す る 。 1 回 目 に 比 べ て リ ズ ム が ど の く ら
い 身 に 付 い た か を 最 終 的 に 評 価 す る 。  
 以 上 が 一 連 の リ ズ ム ・ イ ン ト ネ ー シ ョ ン 学
習 の 実 践 例 で あ る 。 こ れ ら の 学 習 効 果 を 厳 密
に 測 る こ と は 難 し い が 、 CALL シ ス テ ム の 機 能
の 一 つ で あ る 音 の 強 度 を 表 す 波 形 を 用 い て 、
同 一 学 習 者 の 1 回 目 と 2 回 目 の 録 音 を 比 較 し 、




の 1 回目と 2 回目の録音を比較し，ある程度の効果を推測することは可能である。以下の例は，
Photo Story の Looks like they’re having a great time in New York. の部分をそれぞれ同一学習者の
1 回目の録音（上）と 2 回目の録音（下）で比較してみる。
学習者 A.
学習者 A では全体に 1 回目よりも 2 回目の方が強弱のメリハリがついている。また，中央部
の波形の塊の部分は，time in New York の部分であるが，1 回目では time in New York のように
日本人学習者にありがちな最初が強く後になるに従いだんだんと弱くなる発音が観察されるが，
2 回目では音の連結ができているだけではなく，後半の York が強くなっており，リズムとイン
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トネーションがより自然な英語に近づいている。残念ながら，2 回目では，前半の Looks like 





































1） 英文は 2013 年度に筆者の授業で採用したテキスト（Joan Saslow and Allen Ascher『Top Notch 
1A』，Pearson Longman, 27 頁）から引用している。
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